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・情報収集に特化し

た組織作り

・職員の技能及び意

識の向上

・情報伝達手段の多

重化・多様化

・地域での連絡網の

確立

・洪水ハザードマップ

の活用

・住民の防災意識の

向上

《 提言の要約 》

集 中 豪 雨 対 策
～ 情報伝達って難しい！？ ～

災害発生初期にお

ける行政側の対応

政 策 提 言

現 状 分 析

課 題 抽 出

気候･気象の変化

・温暖化の影響によ

る集中豪雨の増加

・予測不能な気象変化

宇治市の事例

・災害対応と防災計画

との比較

・現場の問題点

アンケート調査

・災害情報の入手経路

・避難行動のきっかけ

・住民の危険認識度

集中豪雨災害多発

住民への情報

伝達のあり方

住民の地域危険度

の認識

①情報伝達側

の体制強化

②情報伝達方

法の拡充

③地域での情

報活用


